
 

 

 

 

 

輪島港マリンタウン緑地の親水性護岸平面化が完了 
～子供たちの遊びの場が創出されます～ 

 

 

→輪島わくわくキッズフェスティバル 

日時：令和７年８月２９日（金） １１：００～１４：００ 

主催：北陸地方整備局能登港湾空港復興推進室、石川県奥能登土木総合事務所 

概要：輪投げ、ヨーヨー釣り、ストラックアウト、オリジナルフォトフレーム作り、スポ

ンジアイス作りの出店、バルーンパフォーマンス開催、かき氷や飲み物の提供。 

※参加無料、小雨決行、予備日なし 

 

報道関係のみなさまへ 

     工事や輪島わくわくキッズフェスティバルの概要説明を行いますので、取材を希望される

場合は、予め別紙３にて登録いただいた上で、当日、１０時３０分までにご来場下さい。 

なお、天候等により中止する場合は、前日の１７時００分までに連絡します。 

 

  （参考）今後実施予定のイベント  

→輪島プレイパーク 

月日：令和７年９月２１日（日） 

主催：輪島市教育委員会生涯学習課 

実施者：NPO法人クラブぽっと 

イベント概要：子供たちの外遊び促進を目的とした実施者やボランティア大学生等による、

子供の遊び体験会 

 

○輪島港マリンタウン緑地 親水性護岸平面化工事の概要については、別紙１のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年能登半島地震により甚大な被害を受けた輪島港マリンタウンにおいて、本日８月２

１日に親水性護岸の平面化工事（別紙１参照）が完了し、８月２２日１０時より利用可能とな

ります。 

本取組は、「輪島港復旧・復興プラン（令和７年６月９日策定）」の短期復旧方針（別紙２

参照）における最初に完了した取組であり、今後、子供たちの遊び場やイベント開催での利用

等、賑わいや憩いの創出に寄与することが期待されます。 

引き続き、輪島港の創造的復興に向け全力で取り組んでいきます。 

また、今般の新たな広場空間の完成を記念し、８月２９日（金）に、下記のとおり子供向け

のイベント「輪島わくわくキッズフェスティバル」を開催します。 

同時発表記者クラブ 

 

石川県政記者クラブ 

専門紙 
 

（問い合わせ先） 

■国工事・イベント関係 

国土交通省 北陸地方整備局 

  能登港湾空港復興推進室 

副室長     西條
にしじょう

 

先任建設管理官 加邉
か べ

 

TEL：0767-53-0901 

■県工事関係 

 石川県 

 奥能登土木総合事務所 

  事業調整室長 前田
ま え だ

 

 

 TEL：0768-22-0567 

発 表 日 時 北陸地方整備局 

能登港湾空港復興推進室 

共同発表：石川県 
令和７年８月２１日 



別紙１

仮設住宅⽴地

仮設住宅⽴地

輪島港マリンタウン緑地 親水性護岸平面化工事の概要［令和７年８月２１日完了］

旅客船岸壁

キリコ会館

こどもの広場

緑地

観光交流施設

ホテル

⼤屋根広場

約5000m2

施工前

施工中

施工後
【工事内容】

●国施工
・施工内容：護岸整備、土砂投入

※令和６年９月奥能登豪雨で港内に侵入した土砂を浚渫して活用

・施工者 ：東洋・本間特定建設工事共同企業体

●県施工
・施工内容：広場舗装
・施工者 ：(株)喜多組、 (株)宮地組

護岸整備

・⼟砂投⼊，舗装⼯事

輪島港マリンタウン緑地（地震前）

親⽔性護岸



短期復旧方針（方針図） 〜輪島港の早期機能復旧を通じた⽣業再建を最優先事項とし、
原位置における段階的かつ効率的な復旧を⽬指す〜

【2-2 マリンタウン（岸壁-7.5m）】
・既設岸壁前⾯を活⽤した構造を検討
（隆起した既存の岸壁天端⾼さは変えない）

【2-4 作業ヤード、ボートパーク】
・漁船だまりの浚渫⼟砂を⼀部受け⼊れ

（埋⽴後は、漁業共同利⽤施設を移転・集約）
・ボートパークは、⼀旦廃⽌

（中⻑期的に代替機能検討）

【2-3 マリンタウン（泊地-7.5m）】
・発⽣する浚渫⼟砂を塚⽥川右岸側に受け⼊れ

【2-5 第4防波堤】
・消波ブロック復旧

【2-5 第6防波堤】
・消波ブロック復旧

【2-1 漁船だまり（物揚場-3.0ｍ〜-4.0ｍ）】
・原位置復旧
・共同利⽤施設周辺から優先的に

段階的に浚渫を⾏いながら復旧

【2-1 漁船だまり（泊地-3.0ｍ〜-4.0m ）】
・海⼠地区から段階的に浚渫

【2-4 緑地護岸】
・緑地機能は維持。親⽔護岸は⽤途を

⾒直し(平⾯利⽤（現況護岸⾼さを変えない))

共同利⽤施設

ボートパーク作業ヤード

【2-3 マリンタウン（泊地-7.5m）】
・発⽣する浚渫⼟砂を第四防波堤の背後

に受け⼊れ（浅場造成）

【短期復旧⽅針の基本的な考え⽅】
〇これまでに前例がない地盤隆起や、⽇本海の冬期⾵浪等における厳しい条件下での

復旧・復興が必要となることから、段階的に供⽤させながら復旧を実施する。
〇復旧については、早期の⽣業、賑わいの再⽣に向け、「原位置」での復旧を進める。
〇短期復旧期間については概ね２〜３年の完了を⽬標とし取り組む。

※⽅針図については、今後の関係機関との調整や詳
細設計に伴い、位置・形状等が変更となる場合があ
ります。

別紙２



 

別紙３ 

 

取材登録書 

 

取材を希望される報道機関は、必要事項を記入の上、メール送付をお願いします。 

申込先メールアドレス：pa.hrr-notokouwan@gxb.mlit.go.jp 

           

           

 

 

 

１．報道機関名                                

 

 

 

２．氏 名                                  

 

 

 

３．電話番号                                 

 

 

 

４．メールアドレス                               

 

 

 

 期限：８月２８日（木）１５時まで 

 

 

 

 

 


